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1. 実施概要 
本調査は、転入者が区・自治会をどのように受け止め、どの点で加入・参加のしやすさや負担感を感じているか

を把握し、今後の案内方法や地域運営改善に活かすことを目的として実施した。 

項目 内容 

調査対象 令和3年4月 1日以降に本村へ転入した世帯（郵送配布） 612世帯 

除外対象 ①外国人のみで構成される世帯 ②施設入居者 

調査方法 
対象世帯へ通知文を郵送し、オンライン回答フォーム（LoGo フォーム）で 

回答を取得 

調査期間 令和8年5月上旬 ～ 令和8年5月31日（日） 

有効回答数 187件 

回収率 30.6％ 

 

2. 回答者属性 

 

図1 地区別回答数 
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区分 人数 割合 

家族構成：夫婦のみ世帯 65人 34.8％ 

家族構成：単身世帯 43人 23.0％ 

家族構成：子育て世帯 42人 22.5％ 

家族構成：親子世帯 27人 14.4％ 

家族構成：３世代以上の世帯 6人 3.2％ 

家族構成：その他 4人 2.1％ 

転入前居住地：首都圏（東京・神奈川・埼玉・千葉） 99人 52.9％ 

転入前居住地：長野県内の他市町村 53人 28.3％ 

転入前居住地：その他 17人 9.1％ 

転入前居住地：近畿圏（大阪・京都・兵庫・滋賀・奈良・和歌山） 11人 5.9％ 

転入前居住地：中京圏（愛知・岐阜・三重） 7人 3.7％ 

 

 

図2 家族構成 
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図3 転入前の居住地 

 

図4 加入状況 

回答者は「夫婦のみ世帯」65人（34.8％）が最多で、「単身世帯」43人（23.0％）、「子育て世帯」42人

（22.5％）が続いた。転入前居住地は首都圏が99人（52.9％）で最も多く、長野県内の他市町村53人

（28.3％）が続いており、県外からの移住者が多いことが確認できる。 

加入状況は「加入している」114人（61.0％）、「加入していない」62人（33.2％）であり、転入者層では未加入

率が相対的に高い。地域との関係づくりや加入案内のあり方が、定住初期の重要課題であることがうかがえる。 
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3. 結果の概要 

主な結果 

・加入者の83.3％が活動に一定の意義を感じており、地域活動そのものへの評価は概ね高い。 

・加入理由は「地域のルール」「人とのつながり・情報」「ごみステーション利用」が中心で、生活実務と

地域関係の両面が動機となっている。 

・未加入・退会等の主な理由は「参加時間がない」「役員負担」「加入金・会費が高い」であり、負担感が

参加の壁になっている。 

・転入時の説明は「十分」「ある程度」が計 39.6％にとどまり、6割超が説明不足または記憶が曖昧

であった。 

・必要な改善策として「役員負担軽減」「会議削減と LINE等の活用」「加入金・年会費の見直し」が上

位に挙がった。 

 

4. 設問別分析 

4-1. 加入している理由 

 

図4 加入した理由 

加入者 114人の主な加入理由は、地域のルールだと思ったから（73人、64.0％）、人とのつながり・情報が欲

しかったから（48人、42.1％）、ごみステーションを利用するため（44人、38.6％）であった。特に「地域のルー

ル」との認識が64.0％と高く、加入が地域生活の前提として受け止められている。 

一方で、「人とのつながり・情報が欲しかった」「ごみステーションを利用するため」も高く、生活情報・交流・日常

サービスと加入が密接に結びついている。加入案内では、地域ルールだけでなく、具体的なメリットと役割を併

せて伝えることが重要である。 
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4-2. 活動への意義認識 

 

図5 活動への意義認識 

加入者のうち、「ある程度意義を感じている」59人（51.8％）、「とても意義を感じている」36人（31.6％）で、

計83.3％が一定の意義を認識していた。 

この結果から、転入者であっても区・自治会活動の必要性そのものは理解されやすいことが分かる。一方で、負

担や分かりにくさが残ると評価が下がるため、活動目的の可視化と運営改善を並行して進める必要がある。 

4-3. 役員を引き受けやすくする条件 

 

図6 役員を引き受けやすくする条件 
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加入者が役員を引き受けやすい条件として挙げたのは、会議を減らし、LINE 等で連絡できる（64 人、56.1％）、

未経験者向けの資料やサポートが充実している（59人、51.8％）、役割を細分化し、1人あたりの業務を減らす

（48人、42.1％）であった。 

会議削減・デジタル化、未経験者向け支援、業務の細分化が上位であり、転入者にとっては「分からない」「重そう」

「時間が取れない」という不安の解消が最優先課題である。役員の担い手不足対策として、仕組み自体の簡素化

と見える化が有効である。 

4-4. 未加入・退会等の理由 

 

図7 未加入・退会等の理由 

未加入・退会等73人の理由では、活動に参加する時間がない（31人、42.5％）、役員になる可能性が負担

（24人、32.9％）、加入金又は会費が高いと感じる（18人、24.7％）が上位であった。 

時間負担と役員負担が強い障壁になっているほか、費用負担や必要性・メリットの感じにくさも大きい。さらに

「勧誘や案内がなかった」「加入方法が分からない」といった入口段階の課題も見られ、転入初期の説明不足が未

加入につながっている可能性が高い。 

4-5. 加入金・会費・週末参加型の関わり方 

項目 人数 割合 

加入金：わからない（知らない） 34人 46.6％ 

加入金：高い 16人 21.9％ 

加入金：妥当である 13人 17.8％ 

加入金：やや高い 5人 6.8％ 

加入金：その他 5人 6.8％ 

会費：わからない（知らない） 36人 49.3％ 

会費：妥当である 16人 21.9％ 

会費：高い 12人 16.4％ 

会費：やや高い 5人 6.8％ 

会費：その他 4人 5.5％ 

 



8 

未加入・退会等の回答では、加入金・会費とも「わからない（知らない）」が最も多く、費用水準そのものより、情報

が十分届いていない状況がうかがえる。一方で「高い」「やや高い」も一定数あり、費用に対する心理的ハードル

は無視できない。 

また、「週末の行事のみ参加する関わり方」については、「あまり魅力的でない」29 人（39.7％）が最も多い一方、

「それなら参加したい」13人（17.8％）も見られた。全員に適した方式ではないが、多様な参加区分を検討する

余地がある。 

4-6. 転入時説明の状況 

回答 人数 割合 

ある程度説明があった 59人 31.6％ 

あまり説明がなかった 52人 27.8％ 

全く説明がなかった 32人 17.1％ 

覚えていない 29人 15.5％ 

十分に説明があった 15人 8.0％ 

 

転入時の説明については、「十分に説明があった」15人（8.0％）、「ある程度説明があった」59人（31.6％）で、

計39.6％にとどまった。一方、「あまり説明がなかった」「全く説明がなかった」は計 84人（44.9％）であり、案

内不足が明確である。 

説明を受けた先は「区・自治会の役員」36人（48.6％）が最多で、「役場窓口」18人（24.3％）が続いた。転入窓

口と地域側の案内にばらつきがあるため、標準化した説明資料とワンストップ案内が必要である。 

4-7. 活動理解度と情報の充足感 

項目 人数 割合 

活動理解：ある程度理解している 67人 35.8％ 

活動理解：あまり理解していない 51人 27.3％ 

活動理解：ほとんど知らない 47人 25.1％ 

活動理解：よく理解している 18人 9.6％ 

活動理解：その他 4人 2.1％ 

情報充足：ある程度十分である 64人 34.2％ 

情報充足：わからない 54人 28.9％ 

情報充足：あまり十分ではない 36人 19.3％ 

情報充足：不足している 21人 11.2％ 

情報充足：十分である 9人 4.8％ 

情報充足：その他 3人 1.6％ 

 

活動内容について「ある程度理解している」は 35.8％だが、「あまり理解していない」「ほとんど知らない」が計

52.4％を占めた。情報の充足感でも「わからない」「あまり十分ではない」「不足している」が多く、転入者が必要

な情報に自力でたどり着きにくい状況が見て取れる。 
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4-8. 情報入手手段と知りたい情報 

 

図8 便利な情報入手手段 

 

図9 もっと知りたい情報 

便利な情報入手手段としては、LINE・SNS（122人、65.2％）、村や区・自治会のホームページ（75人、

40.1％）、広報誌（60人、32.1％）が上位であった。特に LINE・SNSは 65.2％と高く、転入者層にはデジタ

ル媒体が有効である。 

知りたい情報としては、年間の行事や活動スケジュール（103人、55.1％）、活動の負担（時間・回数の目安）

（85人、45.5％）、加入するメリットや地域での役割（84人、44.9％）が上位であった。年間スケジュール、負

担の目安、加入メリット、役員の役割など、実務と参加判断に必要な情報へのニーズが高い。 
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4-9. どのような歓迎・支援が必要か 

項目 人数 割合 

過度な歓迎は不要 96人 51.3％ 

区・自治会のルールをまとめたガイドブックの配布 81人 43.3％ 

区・自治会の仕組みや役員の役割・負担が分かる説明 66人 35.3％ 

近所の人との顔合わせの機会 37人 19.8％ 

その他 10人 5.3％ 

 

歓迎のあり方では「過度な歓迎は不要」が 51.3％で最も多かったが、一方で「ルールをまとめたガイドブック」

「仕組みや役員負担が分かる説明」への支持も高い。転入者は濃密な歓迎より、必要な情報を過不足なく受け取

れることを求めている。 

4-10. 加入・参加しやすくする条件 

 

図 10 加入・参加しやすくする条件 

加入・参加しやすくする条件としては、役員の負担軽減（103人、55.1％）、会議の削減や LINE等を活用した

連絡（デジタル化）（91人、48.7％）、加入金（入会金）の減額（67人、35.8％）が上位であった。 

この結果から、転入者の参加促進には、役員負担を減らす運営改革、デジタル化、費用面の見直し、活動内容の

透明化が必要である。加入促進策は勧誘強化よりも、「入りやすい仕組みづくり」を中心に組み立てるべきである。 

5. 自由記述意見の整理 
主なテーマ 該当回答者数 

役員負担の軽減 30人 

説明・情報公開の充実 22人 

行事・会議の見直し 20人 

デジタル化・オンライン化 15人 

加入促進・転入時案内 15人 

防災・地域基盤 13人 

費用負担の見直し 11人 

地域交流・歓迎のあり方 10人 
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自由記述では、役員負担の軽減、説明・情報公開の充実、行事・会議の見直し、転入時案内の改善、デジタル化、

費用負担の見直しなどが主要な論点として挙がった。 

5-1. 説明・情報公開の充実 

 活動内容や会費の使途が分かるように見える化を進めてほしい。分からないままでは参加しにくく、会計や

資料づくりは村の支援があるとよい。 

 転入者向けの説明資料は、制度の概要だけでなく、加入の流れや問い合わせ先まで含めて分かりやすく整理

してほしい。 

 提出書類に記載する個人情報は必要な範囲を明確にし、安心して提出できるよう項目を見直してほしい。 

5-2. 費用負担の見直し 

 入会金や年会費の使途、収支報告を分かりやすく示してほしい。領収書や総会報告が見えないと、負担感や

不信感につながりやすい。 

 区会の成り立ちや役割、有事に費用がどのように活用されるのかを丁寧に説明してほしい。 

 入会金や年会費が高く、加入のハードルになっている。地域活動には協力したいという声もあり、負担水準

の見直しが求められている。 

5-3. 行事・会議の見直し 

 行事や会議が多く、必要性の低いものまで続いているように感じるため、内容や回数を見直してほしい。 

 家庭や仕事と両立できる範囲に活動を整理し、飲み会を前提としない参加しやすい運営に改めてほしい。 

5-4. 役員負担の軽減 

 紙の配布物や手作業を減らし、ICTを活用して役員の実務負担を軽くしてほしい。 

 役員の負担が重いと担い手が限られるため、業務の分担や簡素化を進める必要がある。 

5-5. デジタル化・オンライン化 

 AI・ICTやDXを活用して紙媒体を減らし、情報共有を効率化してほしい。 

 デジタル化を進める際は、使い方が分からない人への支援も併せて行い、誰も取り残さない形にしてほしい。 

5-6. 加入促進・転入時案内 

 転入時に加入ルール、地域活動、相談先が分かる案内があると、初期段階で参加を検討しやすくなる。 

 年齢や移住時期にかかわらず、地域の当事者として関わりやすい説明と情報共有が必要である。 

5-7. 防災・地域基盤 

 居住形態の多様性に応じた参加方法を考える必要があり、防災も地域の実情に合った仕組みが求められる。 

 別荘利用者や非居住者も含め、日頃の連絡や交流の仕組みを整えることが地域基盤の維持につながる。 

5-8. 地域交流・歓迎のあり方 

 アパート居住者には地域情報が届きにくく、生活に必要な情報も得にくい。初期案内をもっと分かりやすく

してほしい。 

 首都圏などからの移住者が地域に入りやすくなるよう、声をかけやすい雰囲気づくりや参加のきっかけづく

りが必要である。 

 負担軽減とデジタル化を進めつつ、地域のつながりを強め、移住者を受け入れる工夫もあわせて進めてほし

い。 
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6. 総合考察 

現状から見えること 

・転入者は区・自治会活動の意義を一定程度認めているが、加入・参加の判断材料となる情報が不足

している。 

・特に転入初期の説明、費用の見通し、役員負担、年間スケジュールの不透明さが、未加入・消極参加

の要因になっている。 

・加入促進には、慣例や前提を押し出すよりも、分かりやすさ・納得感・参加しやすさを高めることが

重要である。 

 

今後の方向性 

・転入時の説明資料を標準化し、役場・不動産業者・区役員が同じ内容で案内できる仕組みを作る。 

・加入メリット、会費・加入金、役員の役割、年間行事、負担の目安を一枚資料やWebで見える化す

る。 

・役員業務の細分化、会議削減、LINE等の活用により、現役世代や移住者でも担いやすい運営へ転

換する。 

・費用負担と活動内容の関係を明確にし、納得感を高める。 

・防災や地域基盤維持など、転入者にも価値が伝わりやすい機能を中心に説明と参加機会を設計す

る。 

 

7. まとめ 
本調査から、転入者は区・自治会活動に対して必ずしも否定的ではなく、意義を認める声も多い一方で、参加の

仕組みと説明の不足が障壁になっていることが明らかになった。特に、転入時の案内、役員負担、費用、情報公

開の4点が改善の中心である。 

今後は、転入者が「よく分からないから入らない」状態を減らし、「内容が分かり、無理なく関われるから参加する」

状態へ変えていくことが重要である。そのためには、村・不動産事業者・区・自治会が連携して、説明と運営の両

面を見直す必要がある。 


